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プロジェクト概要 

仏教に代表される東洋の人間観と脳科学の知見にも

とづき、心の状態遷移を脳ダイナミクスの観点から解明、

その応用を行います。大規模調査と小集団への詳細な調

査を組みあわせた心の状態に関する個性のモデル化、脳

ダイナミクスの遷移をリアルタイムで推定し、可視化す

る技術の開発、それらに裏打ちされた瞑想法の開発と社

会実装を行います。これらを通して、自分自身と向き合

うことで、安らぎと活力を増大し、他者への慈しみを持

てる社会を実現します。 

２０３２年のマイルストーン 
 ニューロフィードバックと瞑想を組み合わせ、個人特

性のタイプごとに安らぎと活力のバランスを最適化す

る方法を提案する 
 

 社会実装実験を実施、現実社会の中でどの幸福指標を

変えられるかを特定する 

 

２０２７年のマイルストーン 
 個人特性のタイプを同定する方法を確立する 

 
 脳状態遷移ニューロフィードバックの原理検証実験を

実施する 
 

 スマホによる大規模な瞑想介入実験を実施する 

 

研究開発体制（2026 年 4 月時点） 

① データ駆動モデル化：大規模調査と、小集団への詳細

な調査を組みあわせ、個性のモデル化とタイプ分けを行う。 
② ニューロフィードバック：瞑想の本質である「脳の状

態遷移を自らコントロールすること」を脳情報の可視化技

術とニューロフィードバック技術で実現する。 
③ 社会実装：仏教瞑想の歴史をスマホアプリに実装、こ

れを用いて大規模な瞑想実験を行う。瞑想方法とニューロ

フィードバックの効果を社会実装実験で検証する。 

 


